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本年最後の終活セミナー実施12月21日吹田で「成年後見半日講座」を実施12月1日

2018年

2019年

「遺言書30文例」に執筆しました！12月7日

親権を使った任意後見3件目！2月19日

最新情報 Facebookで発信中！
https://www.facebook.
com/npostep/

吹田市立市民公益活動センターラコルタにて、『成年
後見半日講座』を開催。17人の方が参加されました。
13時～17時まで、以下の5つのカリキュラムを講
義させていただきました。参加者の熱心な質問が
多く、あっという間の4時間でした。受講者の皆さ
んお疲れ様でした。
①成年後見制度の概要と最近の動向
②法定後見制度の仕組みと利用手続き
③任意後見制度の仕組みと利用手続き
④後見人の実務
⑤事例紹介とおさらい

一般社団法人相続診断協会から『家族を「争族」か
ら守った遺言書３０文例』が
この度発刊されました。こ
の中で、代表が『一人暮ら
し高齢者の不安払拭～
NPOを介しての身辺を整
理』と題して執筆しており
ます。
ご参考にしていただければ
幸いです。

梅田公証役場にて、未成年知的障がい者のご両親
による親権を使った任意後見契約の公正証書を締
結しました。
受任者は、ご本人のお姉さん、
お兄さん、そして弊NPOと
いう複数です。3者とも単独
で代理権を行使できるよう
にしました。
これで、弊NPOが関与
した「親権を使った任意
後見」は3件目となり
ます。

柴原地域包括支援センター蛍池分室のお招きで、
『終活への備え～後見・遺言・エンディングノートな
ど』というテーマで講師を務めました。
お陰様で2018年は、トータル102回のセミナー・
勉強会を開催しました。
2019年も情報提供を通じて、皆様のお役に立て
ればと考えております。



1905NS-1000.1a

成年後見人には「親族後見が望ましい」3月19日

2月20日 フリーダイヤル、本日より開始！

とよなか夢基金助成金の交付が決定！4月7日

手をつなぐ育成会セミナーを実施2月28日

これまでの実績一覧4月1日

市民後見活動～お花見4月7日

2月２０日よりフリーダイヤル
を開始しました。 番号は、
０１２０－９２８－３０２ です。
後見などの相談事は時間が
かかることが多いので、皆様
からのご相談がしやすくなっ
たと思います。どうぞご利用
ください。

最高裁が「成年後見人には、身近な親族を選任す
ることが望ましい」という見解を明らかにしたとい
う記事が出ました。

最近の傾向として、法定後見制度を利用して成年
後見人を申し立てた場合、親族が選任される割合
は約3割に過ぎないという統計が出ていました。
残り7割は専門職後見人などでした。
最高裁が最近の選任傾向に警鐘を鳴らしたのは嬉
しいことで、「後見人にふさわしい親族など身近な
支援者がいる場合は、本人の利益保護の観点から
親族らを後見人に選任することが望ましい」と提
示されたことで、成年後見制度の利用が促進され
ることを期待したいところです。

2017年4月27日設立以来、2019年3月31日
までの約2年間の実績は以下の通りです。合計35
件の契約に関与いたしました。
　◆任意後見～ コンサル14件
　　うち受任者10件、発効1件
　◆法定後見～ 受任2件
　　うち成年後見人1件
　　　　保佐人　　1件
　◆委任契約～ 受任12件
　　うち見守り　　3件
　　　　財産管理　6件
　　　　死後事務　3件
　◆公正証書遺言～ コンサル7件
　　うち遺言執行者受任5件
これからも皆様のお役に立てるよう尽力してまい
ります。

2019年度のとよなか夢基金（豊中市市民活動推
進助成金）の交付決定通知書が届きました。
事業名称は『一人暮らし
高齢者の成年後見等支
援プロジェクト』です。
これにより、現在制作中
の「おひとりさまのそな
え」ガイドブックなど、
活動に対する資金支援
が決まり、意を強くしま
した。

西宮市健康福祉センターにて、一般社団法人手
をつなぐ育成会社会人保護者会のお招きを受け
て、『障がいのあるお子さまの親御様が備えるべ
きこと』というテーマで
セミナー講師を務めま
した。12名の保護者の
方々が参加されました。
後見人の必要性をよく
見極めること、そして遺
言の必要性など約2時
間説明させていただき
ました。

4月7日、絶好のお花見
日和でしたね。うちの
スタッフが施設入所
中の被後見人を連れ
てお花見に出かけま
した。
ご本人は久しぶりのお花
見に桜餅をほおばりなが

ら、久しぶりの気分転換になったようでした。
これからも、私たちＮＰＯの理念である「市民感覚
で支援する」という市民後見活動を実践してまいり
ます。


